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(57)【要約】
【課題】クリーニング部材によって確実に像担持体をク
リーニングすることができる画像形成装置を提供するこ
と。
【解決手段】
　本体ケーシング２内の相対湿度が低い場合など、用紙
Ｐの電気抵抗が高いと予測されるときに、転写電流を大
きくして、用紙Ｐに対してトナー像を確実に転写する。
このとき、帯電バイアスを大きくして、感光ドラム１１
の表面電位が転写電流によって過度に低下することを抑
制し、感光ドラム１１に付着している転写残トナーをド
ラムクリーニングローラ２４によって確実にクリーニン
グする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現像剤像を担持可能な像担持体と、前記像担持体の表面を帯電するように構成される帯
電部材と、現像剤像を前記像担持体から転写媒体に転写するように構成される転写部材と
、現像剤像が転写媒体に転写された後に、前記像担持体に付着している転写残トナーをク
リーニングするように構成されるクリーニング部材とを有する画像形成ユニットと、
　前記転写部材に印加する転写バイアスと、前記帯電部材に印加する帯電バイアスとを制
御するように構成される制御装置と
を備え、
　前記制御装置は、
　　前記像担持体と前記転写部材との間に第１の転写電流が流れるように前記転写部材に
第１転写バイアスを印加するときに、前記像担持体の表面電位が第１の表面電位となるよ
うに前記帯電部材に第１帯電バイアスを印加し、
　　前記像担持体と前記転写部材との間に前記第１の転写電流よりも大きな第２の転写電
流が流れるように前記転写部材に第２転写バイアスを印加するときに、前記像担持体の表
面電位が前記第１の表面電位よりも大きな第２の表面電位となるように前記帯電部材に第
２帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、画像形成装置。
【請求項２】
　相対湿度を測定するように構成される湿度センサを、さらに備え、
　前記制御装置は、前記湿度センサに測定された相対湿度が所定の相対湿度以下であると
きに、前記像担持体と前記転写部材との間に前記第２の転写電流が流れるように前記転写
部材に前記第２転写バイアスを印加するとともに、前記像担持体の表面電位が前記第２の
表面電位となるように前記帯電部材に前記第２帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　転写媒体の電気抵抗を測定するように構成される抵抗検知部を、さらに備え、
　前記制御装置は、前記抵抗検知部に測定された電気抵抗が所定の電気抵抗以上であると
きに、前記像担持体と前記転写部材との間に前記第２の転写電流が流れるように前記転写
部材に前記第２転写バイアスを印加するとともに、前記像担持体の表面電位が前記第２の
表面電位となるように前記帯電部材に前記第２帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御装置は、所定の種類の転写媒体に印刷するときに、前記像担持体と前記転写部
材との間に前記第２の転写電流が流れるように前記転写部材に前記第２転写バイアスを印
加するとともに、前記像担持体の表面電位が前記第２の表面電位となるように前記帯電部
材に前記第２帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記制御装置は、前記像担持体の長手方向における転写媒体の長さが、前記像担持体の
最大画像形成領域に対して所定の割合以下であるときに、前記像担持体と前記転写部材と
の間に前記第２の転写電流が流れるように前記転写部材に前記第２転写バイアスを印加す
るとともに、前記像担持体の表面電位が前記第２の表面電位となるように前記帯電部材に
前記第２帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成ユニットは、現像剤を担持するように構成され、かつ、前記像担持体に現
像剤を供給するように構成される現像剤担持体を、さらに備え、
　前記現像剤担持体は、前記像担持体に付着する転写残トナーを回収するように構成され
ている
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ことを特徴とする、請求項１ないし５のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記画像形成ユニットは、第１画像形成ユニットと、前記第１画像形成ユニットに対し
て転写媒体の搬送方向における下流側に配置される第２画像形成ユニットとを備え、
　前記第１画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第１像担持体と、前記第１像担持
体の表面を帯電するように構成される第１帯電部材と、現像剤像を前記第１像担持体から
転写媒体に転写するように構成される第１転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された
後に、前記第１像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成され
る第１クリーニング部材とを備え、
　前記第２画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第２像担持体と、前記第２像担持
体の表面を帯電するように構成される第２帯電部材と、現像剤像を前記第２像担持体から
転写媒体に転写するように構成される第２転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された
後に、前記第２像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成され
る第２クリーニング部材とを備え、
　前記制御装置は、
　　前記第１転写部材および前記第２転写部材のそれぞれに印加する転写バイアスと、前
記第１帯電部材および前記第２帯電部材のそれぞれに印加する帯電バイアスとを制御する
ように構成され、
　　前記第１像担持体と前記第１転写部材との間に前記第２の転写電流が流れるように前
記第１転写部材に前記第２転写バイアスを印加するときに、前記第１像担持体の表面電位
が前記第２の表面電位となるように前記第１帯電部材に前記第２帯電バイアスを印加する
とともに、前記第２像担持体の表面電位が前記第２の表面電位よりも大きな第３の表面電
位となるように前記第２帯電部材に第３帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記画像形成ユニットは、複数設けられ、転写媒体の搬送方向における最下流側に配置
される第１画像形成ユニットと、前記第１画像形成ユニットに対して前記搬送方向上流側
に配置される第２画像形成ユニットとを備え、
　前記第１画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第１像担持体と、前記第１像担持
体の表面を帯電するように構成される第１帯電部材と、現像剤像を前記第１像担持体から
転写媒体に転写するように構成される第１転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された
後に、前記第１像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成され
る第１クリーニング部材とを備え、
　前記第２画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第２像担持体と、前記第２像担持
体の表面を帯電するように構成される第２帯電部材と、現像剤像を前記第２像担持体から
転写媒体に転写するように構成される第２転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された
後に、前記第２像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成され
る第２クリーニング部材とを備え、
　前記制御装置は、前記第２像担持体と前記第２転写部材との間に前記第２の転写電流が
流れるように前記第２転写部材に前記第２転写バイアスを印加するときに、前記第２像担
持体の表面電位が前記第２の表面電位となるように前記第２帯電部材に前記第２帯電バイ
アスを印加するとともに、前記第１像担持体の表面電位が前記第２の表面電位よりも大き
な第３の表面電位となるように前記第１帯電部材に第３帯電バイアスを印加する
ことを特徴とする、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式が採用される画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　電子写真方式が採用される画像形成装置として、現像剤像を担持する感光体と、感光体
上に形成された現像剤像を用紙に転写するための転写部材とを備えるプリンタが知られて
いる。
【０００３】
　例えば、トナー像を担持する感光体と、感光体の表面に形成されたトナー像を記録紙に
転写する転写ローラとを備えるプリンタが提案されている（たとえば、特許文献１参照。
）。
【０００４】
　このプリンタでは、記録枚数の増加に伴う転写ローラ抵抗値の上昇に応じて転写バイア
スを上昇させることにより、感光体と転写ローラとの間の電界を維持し、転写効率の悪化
を防いでいる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－９５４５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかるに、上記した特許文献１に記載のプリンタでは、転写バイアスを上昇させたとき
に、感光体の表面電位が過度に低下する場合がある。
【０００７】
　記録動作中に感光体の表面電位が過度に低下すると、導電性ブラシローラに回収された
トナーが感光体の表面に吐き出され、画質を低下させるおそれがある。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニングす
ることができる画像形成装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
（１）上記した課題を解決するため、本発明の画像形成装置は、現像剤像を担持可能な像
担持体と、像担持体の表面を帯電するように構成される帯電部材と、現像剤像を像担持体
から転写媒体に転写するように構成される転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された
後に、像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成されるクリー
ニング部材とを有する画像形成ユニットと、転写部材に印加する転写バイアスと、帯電部
材に印加する帯電バイアスとを制御するように構成される制御装置とを備える。
【００１０】
　制御装置は、像担持体と転写部材との間に第１の転写電流が流れるように転写部材に第
１転写バイアスを印加するときに、像担持体の表面電位が第１の表面電位となるように帯
電部材に第１帯電バイアスを印加し、像担持体と転写部材との間に第１の転写電流よりも
大きな第２の転写電流が流れるように転写部材に第２転写バイアスを印加するときに、像
担持体の表面電位が第１の表面電位よりも大きな第２の表面電位となるように帯電部材に
第２帯電バイアスを印加する。
【００１１】
　このような構成によれば、転写電流を大きくするときに、帯電バイアスも大きくする。
これにより、像担持体と転写部材との間により大きな第２の転写電流を流すときに、像担
持体の表面電位をより大きな第２の表面電位とする。
【００１２】
　そのため、像担持体とクリーニング部材との電位差を確保することができ、転写媒体に
対して現像剤像を確実に転写できながら、像担持体の表面電位が転写電流によって過度に
低下することを抑制でき、クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが
像担持体に再付着することを抑制できる。
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【００１３】
　その結果、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニングすることができる
。
（２）本発明の画像形成装置は、相対湿度を測定するように構成される湿度センサをさら
に備えてもよい。この場合、制御装置は、湿度センサに測定された相対湿度が所定の相対
湿度以下であるときに、像担持体と転写部材との間に第２の転写電流が流れるように転写
部材に第２転写バイアスを印加するとともに、像担持体の表面電位が第２の表面電位とな
るように帯電部材に第２帯電バイアスを印加してもよい。
【００１４】
　このような構成によれば、湿度センサに測定された相対湿度が所定の相対湿度以下とな
ったとき、すなわち、転写媒体の電気抵抗が高くなっていると予想されるときに、転写電
流を大きくするとともに帯電バイアスを大きくする。
【００１５】
　これにより、相対湿度が所定の相対湿度以下となったときに、転写媒体に対して現像剤
像を確実に転写できながら、像担持体の表面電位が転写電流によって過度に低下すること
を抑制でき、クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが像担持体に再
付着することを抑制できる。
【００１６】
　その結果、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニングすることができる
。
（３）本発明の画像形成装置は、転写媒体の電気抵抗を測定するように構成される抵抗検
知部をさらに備えてもよい。この場合、制御装置は、抵抗検知部に測定された電気抵抗が
所定の電気抵抗以上であるときに、像担持体と転写部材との間に第２の転写電流が流れる
ように転写部材に第２転写バイアスを印加するとともに、像担持体の表面電位が第２の表
面電位となるように帯電部材に第２帯電バイアスを印加してもよい。
【００１７】
　このような構成によれば、転写媒体の電気抵抗を実測して、電気抵抗が高い場合に、転
写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きくする。
【００１８】
　これにより、転写媒体の実際の電気抵抗が高い場合に、転写媒体に対して現像剤像を確
実に転写できながら、像担持体の表面電位が転写電流によって過度に低下することを抑制
でき、クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが像担持体に再付着す
ることを抑制できる。
【００１９】
　その結果、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニングすることができる
。
（４）制御装置は、所定の種類の転写媒体に印刷するときに、像担持体と転写部材との間
に第２の転写電流が流れるように転写部材に第２転写バイアスを印加するとともに、像担
持体の表面電位が第２の表面電位となるように帯電部材に第２帯電バイアスを印加しても
よい。
【００２０】
　このような構成によれば、電気抵抗が高いと予測される転写媒体など、より大きな転写
電流を必要とする転写媒体に印刷するときに、転写電流を大きくするとともに帯電バイア
スを大きくする。
【００２１】
　その結果、より大きな転写電流を必要とする転写媒体に印刷するときに、転写媒体に対
して現像剤像を確実に転写できながら、像担持体の表面電位が転写電流によって過度に低
下することを抑制でき、クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが像
担持体に再付着することを抑制できる。
【００２２】
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　その結果、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニングすることができる
。
（５）制御装置は、像担持体の長手方向における転写媒体の長さが、像担持体の最大画像
形成領域に対して所定の割合以下であるときに、像担持体と転写部材との間に第２の転写
電流が流れるように転写部材に第２転写バイアスを印加するとともに、像担持体の表面電
位が第２の表面電位となるように帯電部材に第２帯電バイアスを印加してもよい。
【００２３】
　このような構成によれば、転写媒体が像担持体に対して比較的小さいため、転写媒体に
十分な転写電流を流すために、転写電流を大きくする。同時に、帯電バイアスも大きくす
る。
【００２４】
　その結果、像担持体に対して比較的小さい転写媒体に印刷するときに、転写媒体に対し
て現像剤像を確実に転写できるとともに、クリーニング部材によって確実に像担持体をク
リーニングすることができる。
（６）画像形成ユニットは、現像剤を担持するように構成され、かつ、像担持体に現像剤
を供給するように構成される現像剤担持体を、さらに備えてもよい。この場合、現像剤担
持体は、像担持体に付着する転写残トナーを回収するように構成されていてもよい。
【００２５】
　このような構成によれば、像担持体に付着する付着物を、現像剤担持体を利用して回収
することができる。
【００２６】
　しかも、本発明の画像形成装置では、転写電流を大きくするときに、帯電バイアスも大
きくすることにより、像担持体の表面電位が転写電流によって過度に低下することが抑制
できる。
【００２７】
　その結果、像担持体に付着している付着物を現像剤担持体によってより確実にクリーニ
ングできる。
（７）画像形成ユニットは、第１画像形成ユニットと、第１画像形成ユニットに対して転
写媒体の搬送方向における下流側に配置される第２画像形成ユニットとを備えてもよい。
第１画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第１像担持体と、第１像担持体の表面を
帯電するように構成される第１帯電部材と、現像剤像を第１像担持体から転写媒体に転写
するように構成される第１転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された後に、第１像担
持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成される第１クリーニング
部材とを備えてもよい。第２画像形成ユニットは、現像剤像を担持可能な第２像担持体と
、第２像担持体の表面を帯電するように構成される第２帯電部材と、現像剤像を第２像担
持体から転写媒体に転写するように構成される第２転写部材と、現像剤像が転写媒体に転
写された後に、第２像担持体に付着している転写残トナーをクリーニングするように構成
される第２クリーニング部材とを備えてもよい。この場合、制御装置は、第１転写部材お
よび第２転写部材のそれぞれに印加する転写バイアスと、第１帯電部材および第２帯電部
材のそれぞれに印加する帯電バイアスとを制御するように構成され、第１像担持体と第１
転写部材との間に第２の転写電流が流れるように第１転写部材に第２転写バイアスを印加
するときに、第１像担持体の表面電位が第２の表面電位となるように第１帯電部材に第２
帯電バイアスを印加するとともに、第２像担持体の表面電位が第２の表面電位よりも大き
な第３の表面電位となるように第２帯電部材に第３帯電バイアスを印加してもよい。
【００２８】
　このような構成によれば、複数の画像形成ユニットを備える場合に、転写媒体の搬送方
向においてより下流側に配置される第２帯電部材の帯電バイアスを、それよりも上流側に
配置される第１帯電部材の帯電バイアスよりも大きくする。
【００２９】
　これにより、より下流側に配置される第２像担持体の表面電位が過度に低下することを
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より抑制でき、第２クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが第２像
担持体に再付着することをより抑制できる。
【００３０】
　その結果、より下流側に配置される第２画像形成ユニットにおいて、第２クリーニング
部材によって、より確実に第２像担持体をクリーニングすることができる。
（８）画像形成ユニットは、複数設けられ、転写媒体の搬送方向における最下流側に配置
される第１画像形成ユニットと、第１画像形成ユニットに対して搬送方向上流側に配置さ
れる第２画像形成ユニットとを備えてもよい。第１画像形成ユニットは、現像剤像を担持
可能な第１像担持体と、第１像担持体の表面を帯電するように構成される第１帯電部材と
、現像剤像を第１像担持体から転写媒体に転写するように構成される第１転写部材と、現
像剤像が転写媒体に転写された後に、第１像担持体に付着している転写残トナーをクリー
ニングするように構成される第１クリーニング部材とを備えてもよい。第２画像形成ユニ
ットは、現像剤像を担持可能な第２像担持体と、第２像担持体の表面を帯電するように構
成される第２帯電部材と、現像剤像を第２像担持体から転写媒体に転写するように構成さ
れる第２転写部材と、現像剤像が転写媒体に転写された後に、第２像担持体に付着してい
る転写残トナーをクリーニングするように構成される第２クリーニング部材とを備えても
よい。この場合、制御装置は、第２像担持体と第２転写部材との間に第２の転写電流が流
れるように第２転写部材に第２転写バイアスを印加するときに、第２像担持体の表面電位
が第２の表面電位となるように第２帯電部材に第２帯電バイアスを印加するとともに、第
１像担持体の表面電位が第２の表面電位よりも大きな第３の表面電位となるように第１帯
電部材に第３帯電バイアスを印加してもよい。
【００３１】
　このような構成によれば、複数の画像形成ユニットを備える場合に、転写媒体の搬送方
向において最下流側に配置される第１帯電部材の帯電バイアスを、それよりも上流側に配
置される第２帯電部材の帯電バイアスよりも大きくする。
【００３２】
　これにより、最下流側の第１像担持体の表面電位が過度に低下することをより抑制でき
、最下流側の第１クリーニング部材によってクリーニングされた転写残トナーが第１像担
持体に再付着することをより抑制できる。
【００３３】
　その結果、最下流側の第１クリーニング部材によって、より確実に最下流側の第１像担
持体をクリーニングすることができる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明の画像形成装置によれば、クリーニング部材によって確実に像担持体をクリーニ
ングすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は、本発明の画像形成装置の第１実施形態としてのプリンタを示す断面図で
ある。
【図２】図２は、図１に示すプリンタの電気的構成の要部を示すブロック図である。
【図３】図３は、第２実施形態のプリンタの電気的構成の要部を示すブロック図である。
【図４】図４は、第４実施形態のプリンタの電気的構成の要部を示すブロック図である。
【図５】図５は、第５実施形態のプリンタを示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
１．プリンタの全体構成
　図１に示すように、画像形成装置の一例としてのプリンタ１は、横置きタイプのダイレ
クトタンデム型カラープリンタである。
【００３７】
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　なお、以下の説明において、プリンタ１の方向に言及するときには、プリンタ１を水平
に載置した状態を上下の基準とする。すなわち、図１の紙面上側が上側であり、紙面下側
が下側である。また、図１の紙面左側が前側であり、図１の紙面右側が後側である。また
、プリンタ１を前側から見たときを左右の基準とする。すなわち、図１の紙面手前側が右
側であり、紙面奥側が左側である。なお、前後方向は、第１方向の一例であり、上下方向
は、第２方向の一例であり、左右方向は、第３方向の一例である。また、前側は、第１方
向の一方側の一例であり、後側は、第１方向の他方側の一例である。また、上側は、第２
方向の一方側の一例であり、下側は、第２方向の他方側の一例である。また、左側は、第
３方向の一方側の一例であり、右側は、第３方向の他方側の一例である。
【００３８】
　プリンタ１は、略ボックス形状の本体ケーシング２を備えている。本体ケーシング２の
上端部には、本体開口部３を開閉するトップカバー４が、その後端部を支点として揺動可
能に設けられている。プリンタ１は、複数のプロセスユニット５と、複数のＬＥＤユニッ
ト６と、転写ユニット７と、定着ユニット８とを備えている。
【００３９】
　すべてのプロセスユニット５は、本体ケーシング２内に着脱可能に設けられている。ま
た、複数のプロセスユニット５は、それぞれ、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの
うちの１つに対応し、搬送方向の一例としての前後方向に互いに間隔を隔てて並列配置さ
れている。具体的には、前側から後側に向かって、イエロープロセスユニット５Ｙ、マゼ
ンタプロセスユニット５Ｍ、シアンプロセスユニット５Ｃおよびブラックプロセスユニッ
ト５Ｋが、順次配置されている。
【００４０】
　プロセスユニット５は、ドラムユニット９と、ドラムユニット９に着脱可能に装着され
る現像ユニット１０とを備えている。
【００４１】
　ドラムユニット９は、像担持体の一例としての感光ドラム１１と、帯電部材の一例とし
てのスコロトロン型帯電器１２と、クリーニング部材の一例としてのドラムクリーニング
ローラ２４とを備えている。
【００４２】
　感光ドラム１１は、長手方向の一例としての左右方向に長手の略円筒形状に形成されて
おり、ドラムユニット９の後端部に回転可能に設けられている。なお、ブラックプロセス
ユニット５Ｋに設けられる感光ドラム１１が第１像担持体の一例である。また、イエロー
プロセスユニット５Ｙ、マゼンタプロセスユニット５Ｍおよびシアンプロセスユニット５
Ｃのそれぞれに設けられる感光ドラム１１が、第２像担持体の一例である。また、ブラッ
クプロセスユニット５Ｋは、対応する転写ローラ１９とともに第１画像形成ユニットを構
成する。また、イエロープロセスユニット５Ｙ、マゼンタプロセスユニット５Ｍおよびシ
アンプロセスユニット５Ｃのそれぞれは、対応する転写ローラ１９とともに、それぞれ、
第２画像形成ユニットを構成する。
【００４３】
　スコロトロン型帯電器１２は、感光ドラム１１の後上側に間隔を隔てて対向配置されて
いる。なお、ブラックプロセスユニット５Ｋに設けられるスコロトロン型帯電器１２が第
１帯電部材の一例である。また、イエロープロセスユニット５Ｙ、マゼンタプロセスユニ
ット５Ｍおよびシアンプロセスユニット５Ｃのそれぞれに設けられるスコロトロン型帯電
器１２が、第２帯電部材の一例である。
【００４４】
　ドラムクリーニングローラ２４は、感光ドラム１１の後側において、スコロトロン型帯
電器１２の下側に配置されている。ドラムクリーニングローラ２４は、感光ドラム１１に
対して後側から接触されている。ドラムクリーニングローラ２４は、左右方向に延びる略
円柱形状に形成されている。なお、ブラックプロセスユニット５Ｋに設けられるドラムク
リーニングローラ２４が第１クリーニング部材の一例である。また、イエロープロセスユ
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ニット５Ｙ、マゼンタプロセスユニット５Ｍおよびシアンプロセスユニット５Ｃのそれぞ
れに設けられるドラムクリーニングローラ２４が、第２クリーニング部材の一例である。
【００４５】
　現像ユニット１０は、現像剤担持体の一例としての現像ローラ１３と、現像ローラ１３
にトナーを供給する供給ローラ１４とを備えている。
【００４６】
　現像ローラ１３は、現像ユニット１０の後端部において、後側へ露出されるように回転
可能に支持されている。現像ローラ１３は、感光ドラム１１に対して前上側から接触され
ている。現像ローラ１３は、左右方向に延びる略円柱形状に形成されている。
【００４７】
　供給ローラ１４は、現像ローラ１３の前上側において、現像ローラ１３に接触されるよ
うに回転可能に支持されている。供給ローラ１４は、左右方向に延びる略円柱形状に形成
されている。
【００４８】
　また、現像ユニット１０は、現像ローラ１３に供給されたトナーの厚みを規制する層厚
規制ブレード１５を備えている。また、現像ユニット１０には、現像ローラ１３および供
給ローラ１４の上側において、現像剤の一例としてのトナーが収容されている。
【００４９】
　複数のＬＥＤユニット６のそれぞれは、複数のプロセスユニット５の感光ドラム１１の
上側にそれぞれ対向配置されるように、トップカバー４に支持されている。
【００５０】
　転写ユニット７は、複数のプロセスユニット５の下側に対向配置されている。転写ユニ
ット７は、駆動ローラ１６、従動ローラ１７、搬送ベルト１８、および、複数の転写部材
の一例としての転写ローラ１９を備えている。
【００５１】
　駆動ローラ１６は、転写ユニット７の後端部に回転可能に支持されている。
【００５２】
　従動ローラ１７は、転写ユニット７の前端部に回転可能に支持されている。
【００５３】
　搬送ベルト１８は、その上側部分がすべての感光ドラム１１に下側から接触されるよう
に、駆動ローラ１６および従動ローラ１７の周りに掛け渡されている。搬送ベルト１８は
、駆動ローラ１６の駆動、および、従動ローラ１７の従動により、その上側部分が前側か
ら後側に向かって移動するように、周回移動される。
【００５４】
　複数の転写ローラ１９のそれぞれは、複数の感光ドラム１１のそれぞれの下側において
、搬送ベルト１８の上側部分を挟むように対向配置されている。なお、ブラックの感光ド
ラム１１に対応する転写ローラ１９が第１転写部材の一例である。また、イエロー、マゼ
ンタおよびシアンのそれぞれの感光ドラム１１に対応する転写ローラ１９が、第２転写部
材の一例である。
【００５５】
　定着ユニット８は、転写ユニット７の後側に対向配置されている。定着ユニット８は、
加熱ローラ２０と、加熱ローラ２０に対向する加圧ローラ２１とを備えている。
【００５６】
　そして、プリンタ１に外部のパーソナルコンピュータ５１（図２参照）などから印刷ジ
ョブが入力されると、画像形成動作が開始される。すると、現像ユニット１０内のトナー
は、供給ローラ１４と現像ローラ１３との間で正極性に摩擦帯電され、層厚規制ブレード
１５により、一定厚さの薄層として現像ローラ１３の表面に担持される。
【００５７】
　一方、感光ドラム１１の表面は、スコロトロン型帯電器１２によって一様に正極性に帯
電された後、ＬＥＤユニット６によって所定の画像データに基づいて露光される。これに



(10) JP 2014-149404 A 2014.8.21

10

20

30

40

50

より、感光ドラム１１の表面には、画像データに基づく静電潜像が形成される。そして、
現像ローラ１３に担持されるトナーが感光ドラム１１の表面上の静電潜像に供給されるこ
とにより、感光ドラム１１の表面上に現像剤像の一例としてのトナー像が担持される。
【００５８】
　転写媒体の一例としての用紙Ｐは、本体ケーシング２の底部に設けられる給紙トレイ２
２内に収容されており、各種ローラによって、後上側へＵターンするように搬送されて、
所定のタイミングで１枚ずつ、感光ドラム１１と搬送ベルト１８との間に給紙される。そ
して、搬送ベルト１８によって、すべての感光ドラム１１とすべての転写ローラ１９との
間を前側から後側に向かって搬送される。このとき、転写ローラ１９に印加される転写バ
イアスにより、用紙Ｐにトナー像が転写される。
【００５９】
　そして、用紙Ｐは、加熱ローラ２０と加圧ローラ２１との間を通過するときに加熱およ
び加圧される。このとき、用紙Ｐには、トナー像が熱定着される。
【００６０】
　その後、用紙Ｐは、前上側へＵターンするように搬送されて、トップカバー４に設けら
れる排紙トレイ２３に排紙される。
２．プロセスユニットの詳細
（１）感光ドラム
　図２に示すように、感光ドラム１１は、ドラム本体３１とシャフト３２とを備えている
。
【００６１】
　ドラム本体３１は、金属からなり、左右方向に延びる略円筒形状に形成されている。ド
ラム本体３１の周面には、感光層が形成されている。ドラム本体３１の左右方向両端部の
それぞれには、図示しないフランジ部材が１つずつ相対回転不能に嵌合されている。
【００６２】
　シャフト３２は、金属からなり、ドラム本体３１の中心軸線に沿って延びる略円柱形状
に形成されている。シャフト３２は、図示しないフランジ部材の径方向中央を貫通するよ
うに、図示しないフランジ部材に相対回転不能に支持されている。また、シャフト３２は
、金属からなる図示しない導通部材を介して、ドラム本体３１の内面に電気的に接続され
ている。また、シャフト３２は、本体ケーシング２にアースされている。
（２）スコロトロン型帯電器
　スコロトロン型帯電器１２は、グリッド３７と帯電ワイヤ３８とを備えている。
【００６３】
　グリッド３７は、金属からなり、左右方向に延び、後上側へ向かって開放される断面視
略Ｕ字形の筒形状に形成されている。
【００６４】
　帯電ワイヤ３８は、金属から略線形状に形成され、グリッド３７内において、左右方向
に沿って張架されている。
（３）転写ローラ
　転写ローラ１９は、転写ローラ軸３３と転写ローラ本体３４とを備えている。
【００６５】
　転写ローラ軸３３は、金属から左右方向に延びる略円柱形状に形成されている。
【００６６】
　転写ローラ本体３４は、導電性の樹脂材料などから、左右方向に延びる略円筒形状に形
成され、転写ローラ軸３３の左右方向両端部を露出するように、転写ローラ軸３３を被覆
している。
（４）ドラムクリーニングローラ
　ドラムクリーニングローラ２４は、ドラムクリーニングローラ軸３５とドラムクリーニ
ングローラ本体３６とを備えている。
【００６７】
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　ドラムクリーニングローラ軸３５は、金属からなり、左右方向に延びる略円柱形状に形
成されている。
【００６８】
　ドラムクリーニングローラ本体３６は、半導電性のシリコーン樹脂やウレタン樹脂の発
泡体などから形成されている。ドラムクリーニングローラ本体３６は、左右方向に延びる
略円筒形状に形成され、ドラムクリーニングローラ軸３５の左右方向両端部を露出するよ
うに、ドラムクリーニングローラ軸３５を被覆している。
３．プリンタの電気的構成
　本体ケーシング２内には、制御装置の一例としての制御部４０と、湿度センサ４３とが
設けられている。
【００６９】
　制御部４０は、電源基板４１と制御基板４２とを備えている。
【００７０】
　電源基板４１は、転写ローラ１９に電力を供給するための転写回路４５と、ドラムクリ
ーニングローラ２４に電力を供給するためのドラムクリーニング回路４６と、スコロトロ
ン型帯電器１２に電力を供給するための帯電回路４７を備えている。
【００７１】
　転写回路４５は、配線を介して、複数の転写ローラ１９のそれぞれの転写ローラ軸３３
に電気的に接続されている。転写回路４５は、制御基板４２の制御に基づいて、複数の転
写ローラ１９に対して、個別に、転写バイアスを印加する。
【００７２】
　ドラムクリーニング回路４６は、配線を介して、複数のドラムクリーニングローラ２４
のそれぞれのドラムクリーニングローラ軸３５に電気的に接続されている。ドラムクリー
ニング回路４６は、制御基板４２の制御に基づいて、すべてのドラムクリーニングローラ
２４に対して、同じドラムクリーニングバイアスを印加する。
【００７３】
　帯電回路４７は、配線を介して、スコロトロン型帯電器１２の帯電ワイヤ３８に電気的
に接続されている。帯電回路４７は、制御基板４２の制御に基づいて、イエロー、マゼン
タおよびシアンのスコロトロン型帯電器１２に対して、同じ帯電バイアスを印加するとと
もに、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に対して、個別に帯電バイアスを印加する。
【００７４】
　制御基板４２は、ＣＰＵおよびメモリなどを有している。制御基板４２は、ＣＰＵによ
るプログラム処理によってソフトウェア的に実現される構成として、転写回路４５を制御
する転写バイアス制御部４８と、ドラムクリーニング回路４６を制御するドラムクリーニ
ングバイアス制御部４９と、帯電回路４７を制御する帯電バイアス制御部５０とを備えて
いる。
【００７５】
　湿度センサ４３は、本体ケーシング２内の相対湿度を測定するセンサであり、信号配線
を介して、制御基板４２に電気的に接続されている。
４．画像形成動作
（１）転写電流、帯電バイアスおよびドラムクリーニングバイアスの設定
　上記した画像形成動作が実施されるときには、帯電バイアス制御部５０において帯電バ
イアスが設定され、転写バイアス制御部４８において転写電流が設定され、ドラムクリー
ニングバイアス制御部４９においてドラムクリーニングバイアスが設定される。
（１－１）通常の湿度環境の場合
　まず、湿度センサ４３によって測定された本体ケーシング２内の相対湿度が、例えば、
３０％超過、６０％未満であるとき、すなわち、本体ケーシング２内が通常の湿度環境で
あるときにおける、帯電バイアス、転写電流およびドラムクリーニングバイアスの設定に
ついて説明する。
【００７６】
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　本体ケーシング２内が通常の湿度環境であるときには、帯電バイアス制御部５０は、す
べてのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスを、例えば、＋７００Ｖに設
定する。この帯電バイアスが、第１帯電バイアスの一例である。
【００７７】
　また、転写バイアス制御部４８は、イエローの感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に
流す転写電流を、例えば、－８μＡに設定する。この転写電流が、イエローの転写ローラ
１９における第１の転写電流の一例である。
【００７８】
　また、転写バイアス制御部４８は、マゼンタの感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に
流す転写電流を、例えば、－９μＡに設定する。この転写電流が、マゼンタの転写ローラ
１９における第１の転写電流の一例である。
【００７９】
　また、転写バイアス制御部４８は、シアンの感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に流
す転写電流を、例えば、－９μＡに設定する。この転写電流が、シアンの転写ローラ１９
における第１の転写電流の一例である。
【００８０】
　また、転写バイアス制御部４８は、ブラックの感光ドラム１１と転写ローラ１９との間
に流す転写電流を、例えば、－９μＡに設定する。この転写電流が、ブラックの転写ロー
ラ１９における第１の転写電流の一例である。
【００８１】
　また、ドラムクリーニングバイアス制御部４９は、すべてのドラムクリーニングローラ
２４に印加されるドラムクリーニングバイアスを、例えば、－３００Ｖに設定する。
（１－２）低湿度環境の場合
　次いで、本体ケーシング２内の相対湿度が、例えば、３０％以下であるとき、すなわち
、本体ケーシング２内が低湿度環境であるときにおける、帯電バイアス、転写電流および
ドラムクリーニングバイアスの設定について説明する。
【００８２】
　本体ケーシング２内が低湿度環境であるときには、帯電バイアス制御部５０は、イエロ
ー、マゼンタおよびシアンのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスを、例
えば、＋８００Ｖに設定する。この帯電バイアスが、第２帯電バイアスの一例である。
【００８３】
　また、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスを、例えば、＋
８５０Ｖに設定する。この帯電バイアスが、第３帯電バイアスの一例である。
【００８４】
　また、転写バイアス制御部４８は、イエローに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１
９の間に流す転写電流を、例えば、－９μＡに設定する。この転写電流が、イエローの転
写ローラ１９における第２の転写電流の一例である。
【００８５】
　また、転写バイアス制御部４８は、マゼンタに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１
９の間に流す転写電流を、例えば、－１０μＡに設定する。この転写電流が、マゼンタの
転写ローラ１９における第２の転写電流の一例である。
【００８６】
　また、転写バイアス制御部４８は、シアンに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１９
の間に流す転写電流を、例えば、－１０μＡに設定する。この転写電流が、シアンの転写
ローラ１９における第２の転写電流の一例である。
【００８７】
　また、転写バイアス制御部４８は、ブラックに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１
９との間に流す転写電流を、例えば、－１１μＡに設定する。この転写電流が、ブラック
の転写ローラ１９における第２の転写電流の一例である。
【００８８】
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　また、ドラムクリーニングバイアス制御部４９は、すべてのドラムクリーニングローラ
２４に印加されるドラムクリーニングバイアスを、例えば、－３００Ｖに設定する。
（２）転写・クリーニング動作
（２－１）通常の湿度環境における転写・クリーニング動作
　上記した画像形成動作が実施されたときに、本体ケーシング２内が通常の湿度環境であ
ると、帯電バイアス制御部５０は、帯電回路４７を制御して、すべてのスコロトロン型帯
電器１２に、上記した帯電バイアスを印加する。
【００８９】
　すると、すべての感光ドラム１１の表面は、ＬＥＤユニット６によって露光される前に
おいて、例えば、＋７００Ｖの帯電電位で帯電される。この帯電電位が、第１の表面電位
である。
【００９０】
　また、転写バイアス制御部４８は、転写回路４５を制御して、複数の転写ローラ１９の
それぞれに、対応する感光ドラム１１との間に上記した転写電流を一定して流すように、
転写バイアスを印加する。
【００９１】
　具体的には、転写バイアス制御部４８は、イエローの転写ローラ１９に、例えば、－１
２００Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、イエローの転写ローラ１９に
おける第１転写バイアスの一例である。
【００９２】
　また、転写バイアス制御部４８は、マゼンタの転写ローラ１９に、例えば、－１３５０
Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、マゼンタの転写ローラ１９における
第１転写バイアスの一例である。
【００９３】
　また、転写バイアス制御部４８は、シアンの転写ローラ１９に、例えば、－１３５０Ｖ
の転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、シアンの転写ローラ１９における第１
転写バイアスの一例である。
【００９４】
　また、転写バイアス制御部４８は、ブラックの転写ローラ１９に、例えば、－１３５０
Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、ブラックの転写ローラ１９における
第１転写バイアスの一例である。
【００９５】
　また、ドラムクリーニングバイアス制御部４９は、ドラムクリーニング回路４６を制御
し、すべてのドラムクリーニングローラ２４に、上記したドラムクリーニングバイアスを
印加する。
【００９６】
　そして、用紙Ｐが感光ドラム１１と転写ローラ１９との対向部分を通過するときに、感
光ドラム１１に担持されているトナー像が用紙Ｐに転写される。
【００９７】
　このとき、イエローの転写ローラ１９からイエローの感光ドラム１１へ転写電流が流れ
ることにより、イエローの感光ドラム１１の表面電位は、＋７００Ｖから、約＋３００Ｖ
に低下する。
【００９８】
　また、マゼンタの転写ローラ１９からマゼンタの感光ドラム１１へ転写電流が流れるこ
とにより、マゼンタの感光ドラム１１の表面電位は、＋７００Ｖから、約＋２５０Ｖに低
下する。
【００９９】
　また、シアンの転写ローラ１９からシアンの感光ドラム１１へ転写電流が流れることに
より、シアンの感光ドラム１１の表面電位は、＋７００Ｖから、約＋２５０Ｖに低下する
。
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【０１００】
　また、ブラックの転写ローラ１９からブラックの感光ドラム１１へ転写電流が流れるこ
とにより、ブラックの感光ドラム１１の表面電位は、＋７００Ｖから、約＋２５０Ｖに低
下する。
【０１０１】
　その後、複数の感光ドラム１１のそれぞれにおいて、用紙Ｐに転写されずに感光ドラム
１１の周面に残存する転写残トナーは、感光ドラム１１の回転に伴って、対応するドラム
クリーニングローラ２４に対向され、ドラムクリーニングバイアスによって、対応するド
ラムクリーニングローラ２４の周面に静電気的に保持される。
（２－２）低湿度環境における転写・クリーニング動作
　上記した画像形成動作が実施されたときに、本体ケーシング２内が低湿度環境であると
、帯電バイアス制御部５０は、帯電回路４７を制御して、複数のスコロトロン型帯電器１
２のそれぞれの帯電ワイヤ３８に、上記した帯電バイアスを印加する。
【０１０２】
　すると、イエロー、マゼンタおよびシアンの感光ドラム１１の表面は、ＬＥＤユニット
６によって露光される前において、例えば、＋７５０Ｖの帯電電位で帯電される。この帯
電電位が、第２の表面電位である。
【０１０３】
　また、ブラックの感光ドラム１１の表面は、ＬＥＤユニット６によって露光される前に
おいて、例えば、＋８００Ｖの帯電電位で帯電される。この帯電電位が、第３の表面電位
である。
【０１０４】
　また、転写バイアス制御部４８は、転写回路４５を制御して、複数の転写ローラ１９の
それぞれに、対応する感光ドラム１１との間に上記した転写電流を一定して流すように、
転写バイアスを印加する。
【０１０５】
　具体的には、転写バイアス制御部４８は、イエローの転写ローラ１９に、例えば、－２
２５０Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、イエローの転写ローラ１９に
おける第２転写バイアスの一例である。
【０１０６】
　また、転写バイアス制御部４８は、マゼンタの転写ローラ１９に、例えば、－２５００
Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、マゼンタの転写ローラ１９における
第２転写バイアスの一例である。
【０１０７】
　また、転写バイアス制御部４８は、シアンの転写ローラ１９に、例えば、－２５００Ｖ
の転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、シアンの転写ローラ１９における第２
転写バイアスの一例である。
【０１０８】
　また、転写バイアス制御部４８は、ブラックの転写ローラ１９に、例えば、－２７５０
Ｖの転写バイアスを印加する。この転写バイアスが、ブラックの転写ローラ１９における
第２転写バイアスの一例である。
【０１０９】
　また、ドラムクリーニングバイアス制御部４９は、ドラムクリーニング回路４６を制御
し、すべてのドラムクリーニングローラ２４に、上記したドラムクリーニングバイアスを
印加する。
【０１１０】
　そして、用紙Ｐが感光ドラム１１と転写ローラ１９との対向部分を通過するときに、感
光ドラム１１に担持されているトナー像が用紙Ｐに転写される。
【０１１１】
　このとき、イエローの転写ローラ１９からイエローの感光ドラム１１へ転写電流が流れ
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ることにより、イエローの感光ドラム１１の表面電位は、＋７５０Ｖから、約＋３００Ｖ
に低下する。
【０１１２】
　また、マゼンタの転写ローラ１９からマゼンタの感光ドラム１１へ転写電流が流れるこ
とにより、マゼンタの感光ドラム１１の表面電位は、＋７５０Ｖから、約＋２５０Ｖに低
下する。
【０１１３】
　また、シアンの転写ローラ１９からシアンの感光ドラム１１へ転写電流が流れることに
より、シアンの感光ドラム１１の表面電位は、＋７５０Ｖから、約＋２５０Ｖに低下する
。
【０１１４】
　また、ブラックの転写ローラ１９からブラックの感光ドラム１１へ転写電流が流れるこ
とにより、ブラックの感光ドラム１１の表面電位は、＋８００Ｖから、約＋２５０Ｖに低
下する。
【０１１５】
　その後、複数の感光ドラム１１のそれぞれにおいて、感光ドラム１１の周面に残存する
転写残トナーは、本体ケーシング２内が通常の湿度環境である場合と同様に、対応するド
ラムクリーニングローラ２４の周面に静電気的に保持される。
４．作用効果
（１）このプリンタ１によれば、湿度センサ４３に測定された相対湿度が３０％以下とな
ったときに、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きくする。
【０１１６】
　具体的には、イエローに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に流す転写電流
を－８μＡから－９μＡに変更するとともに、イエローの感光ドラム１１に対応するスコ
ロトロン型帯電器１２の帯電ワイヤ３８に印加される帯電バイアスを＋７００Ｖから＋７
５０Ｖに変更する。
【０１１７】
　また、マゼンタに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に流す転写電流を－９
μＡから－１０μＡに変更するとともに、マゼンタの感光ドラム１１に対応するスコロト
ロン型帯電器１２の帯電ワイヤ３８に印加される帯電バイアスを＋７００Ｖから＋７５０
Ｖに変更する。
【０１１８】
　また、シアンに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に流す転写電流を－９μ
Ａから－１０μＡに変更するとともに、シアンの感光ドラム１１に対応するスコロトロン
型帯電器１２の帯電ワイヤ３８に印加される帯電バイアスを＋７００Ｖから＋７５０Ｖに
変更する。
【０１１９】
　また、ブラックに対応する感光ドラム１１と転写ローラ１９の間に流す転写電流を－９
μＡから－１１μＡに変更するとともに、ブラックの感光ドラム１１に対応するスコロト
ロン型帯電器１２の帯電ワイヤ３８に印加される帯電バイアスを＋７００Ｖから＋８００
Ｖに変更する。
【０１２０】
　これにより、感光ドラム１１と転写ローラ１９との間により大きな転写電流が流すとき
に、感光ドラム１１の表面電位をより大きな表面電位とする。
【０１２１】
　そのため、湿度センサ４３に測定された相対湿度が３０％以下となったとき、すなわち
、用紙Ｐの電気抵抗が高くなっていると予想されるときにおいて、用紙Ｐに対してトナー
像を確実に転写できながら、感光ドラム１１の表面電位が転写電流によって過度に低下す
ることを抑制でき、ドラムクリーニングローラ２４によって回収された転写残トナーが感
光ドラム１１に再付着することを抑制できる。
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【０１２２】
　その結果、ドラムクリーニングローラ２４によって感光ドラム１１を確実にクリーニン
グできる。
（２）また、このプリンタ１によれば、湿度センサ４３に測定された相対湿度が３０％以
下となったときに、複数のプロセスユニット５のうち、用紙Ｐの搬送方向において最下流
側、すなわち最後方に配置されるブラックプロセスユニット５Ｋのスコロトロン型帯電器
１２の帯電バイアスを、それよりも前側に配置されるプロセスユニット５のスコロトロン
型帯電器１２の帯電バイアスよりも大きくする。
【０１２３】
　これにより、転写電流が大きい最後方のブラックプロセスユニット５Ｋにおいて、ブラ
ックの感光ドラム１１の表面電位が過度に低下することを抑制できる。
【０１２４】
　そして、ブラックのドラムクリーニングローラ２４によって回収された転写残トナーが
ブラックの感光ドラム１１に再付着することを抑制できる。
【０１２５】
　その結果、ブラックのドラムクリーニングローラ２４によってブラックの感光ドラム１
１を確実にクリーニングできる。
５．第２実施形態
　図３を参照して、プリンタ１の第２実施形態を説明する。なお、第２実施形態において
、上記した第１実施形態と同様の部材には、同じ符号を付し、その説明を省略する。
（１）第２実施形態の概要
　上記した第１実施形態では、本体ケーシング２内の相対湿度を湿度センサ４３で検知し
、検知された相対湿度に基づいて、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きく
している。
【０１２６】
　対して、第２実施形態では、転写ローラ１９と感光ドラム１１との間の電気抵抗を測定
し、測定された電気抵抗に基づいて、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大き
くする。
（２）第２実施形態の構成
　第２実施形態では、図３に示すように、電流計６１と電圧計６２とを備えている。
【０１２７】
　電流計６１は、転写回路４５と転写ローラ軸３３との間に介在されている。電流計６１
は、転写回路４５から転写ローラ軸３３へ流れる電流の電流値を測定する。また、電流計
６１は、図示しない信号配線を介して、制御基板４２に電気的に接続されている。電流計
６１は、測定した電流値を制御基板４２に送信する。
【０１２８】
　電圧計６２は、転写ローラ軸３３とシャフト３２とに電気的に接続されている。電圧計
６２は、転写ローラ軸３３とシャフト３２との間に印加される電圧を測定する。また、電
圧計６２は、図示しない信号配線を介して、制御基板４２に電気的に接続されている。電
圧計６２は、測定した電圧を制御基板４２に送信する。
【０１２９】
　そして、制御基板４２では、電流計６１で測定された電流値と、電圧計６２で測定され
た電圧とから転写ローラ１９と感光ドラム１１との間の電気抵抗を計算する。すなわち、
電流計６１および電圧計６２は、抵抗検知部を構成する。
（３）転写電流および帯電バイアスの設定
　第２実施形態では、用紙Ｐの電気抵抗が、例えば、５００ＭΩ以上であるときには、帯
電バイアス制御部５０は、上記した第１実施形態における低湿度環境の場合と同様にして
、複数のスコロトロン型帯電器１２のそれぞれに印加する帯電バイアスを設定する。
【０１３０】
　また、転写バイアス制御部４８は、上記した第１実施形態における低湿度環境の場合と
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同様にして、複数の感光ドラム１１のそれぞれと、対応する転写ローラ１９との間に流す
転写電流を設定する。
【０１３１】
　なお、用紙Ｐの電気抵抗の測定方法は、特に限定されず、例えば、用紙Ｐが感光ドラム
１１と転写ローラ１９との間に突入したときに電流を流し、用紙の電気抵抗を測定する方
法を採用することもできる。
【０１３２】
　なお、転写ローラ１９と感光ドラム１１との間の電気抵抗が上記電気抵抗未満であると
きには、帯電バイアス制御部５０は、上記した第１実施形態における通常の湿度環境の場
合と同様にして、複数のスコロトロン型帯電器１２のそれぞれに印加する帯電バイアスを
設定する。
【０１３３】
　また、転写バイアス制御部４８は、上記した第１実施形態における通常の湿度環境の場
合と同様にして、複数の感光ドラム１１のそれぞれと、対応する転写ローラ１９との間に
流す転写電流を設定する。
（４）第２実施形態の作用効果
（４－１）第２実施形態によれば、用紙Ｐの電気抵抗を実測して、電気抵抗が高い場合に
、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きくする。
【０１３４】
　これにより、用紙Ｐの実際の電気抵抗が高い場合に、感光ドラム１１の表面電位が転写
電流によって過度に低下することを抑制でき、ドラムクリーニングローラ２４によって回
収された転写残トナーが感光ドラム１１に再付着することを抑制できる。
【０１３５】
　その結果、ドラムクリーニングローラ２４によって確実に感光ドラム１１をクリーニン
グできる。
（４－２）また、第２実施形態においても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を得
ることができる。
６．第３実施形態
（１）第３実施形態の概要
　上記した第１実施形態では、転写バイアス制御部４８および帯電バイアス制御部５０は
、本体ケーシング２内が低湿度環境であるときに、転写電流を大きくするとともに帯電バ
イアスを大きくしている。
【０１３６】
　対して、第３実施形態では、転写バイアス制御部４８および帯電バイアス制御部５０は
、外部のパーソナルコンピュータ５１などからプリンタ１に印刷ジョブが入力されたとき
に、印刷ジョブにおいて指定された用紙Ｐの種類に応じて、転写電流を大きくするととも
に帯電バイアスを大きくする。
（２）転写電流および帯電バイアスの設定
　第３実施形態では、印刷ジョブにおいて指定された用紙Ｐの種類が、例えば、はがきな
ど、その左右方向長さが感光ドラム１１の最大画像形成領域の左右方向長さに対して所定
の割合以下となる用紙Ｐや、例えば、光沢紙や厚紙など、電気抵抗が比較的高い用紙Ｐで
ある場合に、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きくする。
【０１３７】
　具体的には、例えば、印刷ジョブにおいて指定された用紙Ｐの左右方向長さが、感光ド
ラム１１の最大画像形成領域の左右方向長さに対して、例えば、９０％以下、好ましくは
、８０％以下である場合に、帯電バイアス制御部５０は、上記した第１実施形態における
低湿度環境の場合と同様にして、複数のスコロトロン型帯電器１２のそれぞれに印加する
帯電バイアスを設定する。
【０１３８】
　また、転写バイアス制御部４８は、上記した第１実施形態における低湿度環境の場合と
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同様にして、複数の感光ドラム１１のそれぞれと、対応する転写ローラ１９との間に流す
転写電流を設定する。
【０１３９】
　なお、印刷ジョブにおいて指定された用紙Ｐの左右方向長さが、感光ドラム１１の最大
画像形成領域の左右方向長さに対して上記割合以上である場合には、帯電バイアス制御部
５０は、上記した第１実施形態における通常の湿度環境の場合と同様にして、複数のスコ
ロトロン型帯電器１２のそれぞれに印加する帯電バイアスを設定する。
【０１４０】
　また、転写バイアス制御部４８は、上記した第１実施形態における通常の湿度環境の場
合と同様にして、複数の感光ドラム１１のそれぞれと、対応する転写ローラ１９との間に
流す転写電流を設定する。
（３）第３実施形態の作用効果
　第３実施形態においても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を得ることができる
。
【０１４１】
　詳しくは、第３実施形態では、印刷ジョブにおいて指定された用紙Ｐが、その左右方向
長さが感光ドラムの最大画像形成領域の左右方向長さに対して上記した割合以下である場
合や、光沢紙や厚紙などの電気抵抗が比較的高い用紙である場合など、より大きな転写電
流を必要とする用紙Ｐに印刷するときに、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを
大きくする。
【０１４２】
　これにより、より大きな転写電流を必要とする用紙Ｐに印刷するときに、用紙Ｐに対し
てトナー像を確実に転写できるとともに、ドラムクリーニングローラ２４によって回収さ
れた転写残トナーが感光ドラム１１に再付着することを抑制できる。
【０１４３】
　その結果、ドラムクリーニングローラ２４によって確実に感光ドラム１１をクリーニン
グできる。
７．第４実施形態
　図４を参照して、プリンタ１の第４実施形態を説明する。なお、第４実施形態において
、上記した第１実施形態と同様の部材には、同じ符号を付し、その説明を省略する。
（１）第４実施形態の概要
　上記した第１実施形態では、帯電回路４７は、イエロー、マゼンタおよびシアンのスコ
ロトロン型帯電器１２に対して、同じ帯電バイアスを印加するとともに、ブラックのスコ
ロトロン型帯電器１２に対して、個別に帯電バイアスを印加する。
【０１４４】
　対して、第４実施形態では、図４に示すように、帯電回路４７により、複数のスコロト
ロン型帯電器１２のそれぞれに対して、個別に、帯電バイアスを印加する。
（２）転写電流および帯電バイアスの設定
　第４実施形態では、本体ケーシング２内が通常の湿度環境であるときには、帯電バイア
ス制御部５０は、イエローのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスを、例
えば、＋６５０Ｖに設定する。
【０１４５】
　また、帯電バイアス制御部５０は、マゼンタのスコロトロン型帯電器１２に印加される
帯電バイアスを、例えば、＋７００Ｖに設定する。
【０１４６】
　また、帯電バイアス制御部５０は、シアンのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯
電バイアスを、例えば、＋７００Ｖに設定する。
【０１４７】
　また、帯電バイアス制御部５０は、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に印加される
帯電バイアスを、例えば、＋７００Ｖに設定する。
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【０１４８】
　また、本体ケーシング２内が低湿度環境であるときには、帯電バイアス制御部５０は、
イエローのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスを、例えば、＋７００Ｖ
に設定する。
【０１４９】
　また、帯電バイアス制御部５０は、マゼンタのスコロトロン型帯電器１２に印加される
帯電バイアスを、例えば、＋７５０Ｖに設定する。
【０１５０】
　また、帯電バイアス制御部５０は、シアンのスコロトロン型帯電器１２に印加される帯
電バイアスを、例えば、＋７５０Ｖに設定する。
【０１５１】
　また、帯電バイアス制御部５０は、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に印加される
帯電バイアスを、例えば、＋８００Ｖに設定する。
【０１５２】
　つまり、帯電バイアス制御部５０は、複数のスコロトロン型帯電器１２のそれぞれに印
加される帯電バイアスを、より前側のスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイア
スよりも、より後側のスコロトロン型帯電器１２に印加される帯電バイアスの方が高くな
るように設定する。
【０１５３】
　また、転写バイアス制御部４８は、複数の転写ローラ１９のそれぞれに印加される転写
バイアスを、上記した第１実施形態と同様に設定する。
【０１５４】
　なお、第４実施形態では、複数の画像形成ユニットのうち、より前側に配置される画像
形成ユニットが第１画像形成ユニットの一例であり、それよりも後側に配置される画像形
成ユニットが第２画像形成ユニットの一例である。
【０１５５】
　例えば、イエローのプロセスユニット５および転写ローラ１９を第１画像形成ユニット
としたときには、それよりも後側のマゼンタ、シアンおよびブラックのプロセスユニット
５のそれぞれと、それらに対応する転写ローラ１９とが、第２画像形成ユニットを構成す
る。また、マゼンタのプロセスユニット５および転写ローラ１９を第１画像形成ユニット
としたときには、それよりも後側のシアンおよびブラックのプロセスユニット５のそれぞ
れと、それらに対応する転写ローラ１９とが、第２画像形成ユニットを構成する。また、
シアンのプロセスユニット５および転写ローラ１９を第１画像形成ユニットとしたときに
は、それよりも後側のブラックのプロセスユニット５および転写ローラ１９が、第２画像
形成ユニットを構成する。
【０１５６】
　そして、第１画像形成ユニットのプロセスユニット５に設けられる感光ドラム１１が、
第１像担持体の一例である。また、第１画像形成ユニットのプロセスユニット５に設けら
れるスコロトロン型帯電器１２が、第１帯電部材の一例である。第１画像形成ユニットの
プロセスユニット５に設けられるドラムクリーニングローラ２４が、第１クリーニング部
材の一例である。また、第１画像形成ユニットの転写ローラ１９が、第１転写部材の一例
である。
【０１５７】
　また、第２画像形成ユニットのプロセスユニット５に設けられる感光ドラム１１が、第
２像担持体の一例である。また、第２画像形成ユニットのプロセスユニット５に設けられ
るスコロトロン型帯電器１２が、第２帯電部材の一例である。第２画像形成ユニットのプ
ロセスユニット５に設けられるドラムクリーニングローラ２４が、第２クリーニング部材
の一例である。また、第２画像形成ユニットの転写ローラ１９が、第２転写部材の一例で
ある。
【０１５８】
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　また、低湿度環境において、第１帯電部材に印加される帯電バイアスが第２帯電バイア
スの一例であり、第２帯電部材に印加される帯電バイアスが第３帯電バイアスの一例であ
る。
【０１５９】
　具体的には、イエローのプロセスユニット５および転写ローラ１９を第１画像形成ユニ
ットとしたときには、イエローのスコロトロン型帯電器１２に印加される＋７００Ｖの帯
電バイアスが第２帯電バイアスの一例であり、マゼンタのスコロトロン型帯電器１２に印
加される＋７５０Ｖの帯電バイアス、シアンのスコロトロン型帯電器１２に印加される＋
７５０Ｖの帯電バイアス、および、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に印加される＋
８００Ｖの帯電バイアスのそれぞれが、第３帯電バイアスの一例である。また、マゼンタ
のプロセスユニット５および転写ローラ１９を第１画像形成ユニットとしたときには、マ
ゼンタのスコロトロン型帯電器１２に印加される＋７５０Ｖの帯電バイアスが第２帯電バ
イアスの一例であり、ブラックのスコロトロン型帯電器１２に印加される＋８００Ｖの帯
電バイアスが第３帯電バイアスの一例である。また、シアンのプロセスユニット５および
転写ローラ１９を第１画像形成ユニットとしたときには、シアンのスコロトロン型帯電器
１２に印加される＋７５０Ｖの帯電バイアスが第２帯電バイアスの一例であり、ブラック
のスコロトロン型帯電器１２に印加される＋８００Ｖの帯電バイアスが、第３帯電バイア
スの一例である。
（３）第４実施形態の作用効果
（３－１）第４実施形態においても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を得ること
ができる。
８．第５実施形態
　図５を参照して、プリンタ１の第５実施形態を説明する。なお、第５実施形態において
、上記した第１実施形態と同様の部材には、同じ符号を付し、その説明を省略する。
（１）第５実施形態の概要
　上記した第１実施形態では、プリンタ１をダイレクトタンデム型のカラープリンタとし
て構成している。
【０１６０】
　対して第５実施形態では、図５に示すように、プリンタ８１を中間転写型のカラープリ
ンタとして構成する。
（２）第５実施形態の構成
　第５実施形態のプリンタ８１では、スコロトロン型帯電器１２は、感光ドラム１１の後
下側に間隔を隔てて配置されている。
【０１６１】
　また、ドラムクリーニングローラ２４は、感光ドラム１１の後側において、スコロトロ
ン型帯電器１２の上側に配置されている。
【０１６２】
　また、現像ユニット１０は、感光ドラム１１の前下側に配置されている。
【０１６３】
　現像ローラ１３は、現像ユニット１０の上端において、上側へ露出されるように回転可
能に支持されており、感光ドラム１１に対して前下側から接触されている。
【０１６４】
　供給ローラ１４は、現像ローラ１３の前下側において、現像ローラ１３に接触されるよ
うに回転可能に支持されている。
【０１６５】
　また、転写ユニット７は、複数のプロセスユニット５の上側に対向配置されている。転
写ユニット７は、ベルトユニット８２と、二次転写ローラ８３とを備えている。
【０１６６】
　ベルトユニット８２は、駆動ローラ１６、従動ローラ１７、転写媒体の一例としての中
間転写ベルト８４、および、複数の転写部材の一例としての一次転写ローラ８５を備えて
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いる。
【０１６７】
　駆動ローラ１６は、ベルトユニット８２の後端部に回転可能に支持されている。
【０１６８】
　従動ローラ１７は、ベルトユニット８２の前端部に回転可能に支持されている。
【０１６９】
　中間転写ベルト８４は、その上側部分がすべての感光ドラム１１に下側から接触される
ように、駆動ローラ１６および従動ローラ１７の周りに掛け渡されている。中間転写ベル
ト８４は、駆動ローラ１６の駆動、および、従動ローラ１７の従動により、その下側部分
が前側から後側に向かって移動するように、周回移動される。
【０１７０】
　複数の一次転写ローラ８５のそれぞれは、複数の感光ドラム１１のそれぞれの上側にお
いて、中間転写ベルト８４の下側部分を挟むように対向配置されている。なお、ブラック
の感光ドラム１１に対応する一次転写ローラ８５が、第１転写部材の一例である。また、
イエロー、マゼンタおよびシアンのそれぞれの感光ドラム１１に対応する一次転写ローラ
８５が、第２転写部材の一例である。
（３）第５実施形態の画像形成動作
　プリンタ１に印刷ジョブが入力されると、現像ユニット１０内のトナーは、供給ローラ
１４と現像ローラ１３との間で摩擦帯電され、一定厚さの薄層として現像ローラ１３の表
面に担持される。
【０１７１】
　一方、感光ドラム１１の表面は、スコロトロン型帯電器１２によって一様に帯電された
後、ＬＥＤユニット６によって所定の画像データに基づいて露光される。これにより、感
光ドラム１１の表面には、画像データに基づく静電潜像が形成される。そして、現像ロー
ラ１３に担持されるトナーが感光ドラム１１の表面上の静電潜像に供給されることにより
、感光ドラム１１の表面上にトナー像が担持される。
【０１７２】
　感光ドラム１１の表面に担持されたトナー像は、中間転写ベルト８４の下側部分に順次
、転写される。これにより、中間転写ベルト８４の表面にカラー画像が形成される。
【０１７３】
　用紙Ｐは、本体ケーシング２の底部に設けられる給紙トレイ２２内に収容されており、
各種ローラによって、後上側へ搬送されて、所定のタイミングで１枚ずつ、中間転写ベル
ト８４と二次転写ローラ８３との間に給紙され、中間転写ベルト８４と二次転写ローラ８
３との間を下側から上側に向かって通過される。このとき、用紙Ｐにカラー画像が転写さ
れる。
【０１７４】
　そして、用紙Ｐは、加熱ローラ２０と加圧ローラ２１との間を通過するときに加熱およ
び加圧される。このとき、用紙Ｐには、カラー画像が熱定着される。その後、用紙Ｐは、
排紙トレイ２３に排紙される。
（４）転写電流および帯電バイアスの設定
　第５実施形態では、帯電バイアス制御部５０は、上記した第１実施形態と同様にして、
複数のスコロトロン型帯電器１２のそれぞれに印加する帯電バイアスを設定する。
【０１７５】
　また、転写バイアス制御部４８は、上記した第１実施形態と同様にして、複数の感光ド
ラム１１のそれぞれと、対応する一次転写ローラ８５との間に流す転写電流を設定する。
（５）第５実施形態の作用効果
　第５実施形態においても、上記した第１実施形態と同様の作用効果を得ることができる
。
９．変形例
（１）上記した各実施形態では、制御基板４２は、ＣＰＵを備えているが、例えば、ＣＰ
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（２）上記した各実施形態において、感光ドラム１１に付着する転写残トナーを、現像ロ
ーラ１３で回収するように構成してもよい。
【０１７６】
　この変形例では、感光ドラム１１の表面電位が転写電流によって過度に低下することが
抑制された状態で、感光ドラム１１に付着している転写残トナーを、ドラムクリーニング
ローラ２４および現像ローラ１３によって、より確実にクリーニングできる。
（３）上記した各実施形態において、転写バイアス制御部４８および帯電バイアス制御部
５０は、印刷ジョブにおいて、複数枚の用紙Ｐに対する連続印刷が指定された場合に、２
枚目以降の用紙に転写するときに、転写電流を大きくするとともに帯電バイアスを大きく
することもできる。
（４）上記した各実施形態では、プリンタ１をカラープリンタとして構成したが、プリン
タ１をモノクロプリンタとして構成することもできる。
（５）上記した各実施形態は、互いに組み合わせて実施することもできる。
【０１７７】
　例えば、第１実施形態、第２実施形態および第３実施形態は、互いに組み合わせて実施
することができる。
【０１７８】
　また、例えば、第５実施形態において、上記した第１実施形態、第２実施形態、第３実
施形態および第４実施形態の少なくとも１つを適用することもできる。
【符号の説明】
【０１７９】
　１　　　プリンタ
　５　　　プロセスユニット
　１１　　感光ドラム
　１２　　スコロトロン型帯電器
　１３　　現像ローラ
　１９　　転写ローラ
　２４　　ドラムクリーニングローラ
　４０　　制御部
　４３　　湿度センサ
　６１　　電流計
　６２　　電圧計
　７１　　プリンタ
　７２　　転写ローラ
　８１　　プリンタ
　８４　　中間転写ベルト
　８５　　一次転写ローラ
　Ｐ　　　用紙
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